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（安全祈願祭の様子）

(森林林業部）
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ＪＡいわき市いちご部会総会
及び祝賀会が開催されました！

（賞状を受け取る坂本夫妻）

７月２７日（月）、いわき新舞子ハイツ
において、平成２６年度ＪＡいわき市いち
ご部会総会が開催されました。

総会では、平成２６年度の事業や収支決
算の報告、平成２７年度事業計画の報告、
役員改選等が行われ、平成２７年度の部会
長に根本盈明（みつあき）氏が選出されま
した。

また、(株)平果より最新の市場情勢やい
わきいちごの品質の良さ及び増産等につい
て説明があり、今後も部会として信頼され
る産地づくりに力を入れていくことを確認
しました。

総会終了後は、平成２６年度の部会長で
ある坂本俊雄氏のいわき市農林業受賞の祝
賀会が行われました。坂本氏は、震災後の
部会長就任以来、行政や関係機関と連携
し、風評払拭等に積極的に取り組んでこら
れたことが評価され、今回の受賞となりま
した。

来賓者からは、「坂本氏の受賞は奥様の
協力と貢献あってのもの」と評され、ご夫
妻揃って喜びを述べられました。坂本ご夫
妻のますますのご活躍をお祈りいたしま
す。

　（総会の様子）

（鎌入れの儀）

（農業振興普及部）

８月３日（月）、 いわき市勿来町にお
いて、農事組合法人いわき菌床椎茸組合
(以下「菌床組合」)の菌床製造工場建設工
事安全祈願祭が、組合員のほか、種菌メー
カー、建設事業者、金融機関、行政関係者
等３０名以上の出席のもと執り行われまし
た。

今回建設される菌床製造工場は、震災・
原発事故以降、安全対策や積極的な営業努
力により販路拡大に取り組んできた菌床組
合が、新たな需要に対応するため、経済産
業省の津波・原子力災害被災地域雇用創出
企業立地補助金の採択を受けて整備するも
のです。これにより、既存の施設と合わせ
た菌床組合の菌床生産量は、全国でも有数
の規模となります。

建設工事は年内完成の予定であり、今後
は整備された施設の稼働により、新たな雇
用が創出され、地域の活性化につながるも
のと期待されています。

「菌床製造工場」建設工事
　安全祈願祭が開催されました！
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キタムラサキウニの試験操業開始

８月４日（火）、いわき農林事務所管内
建設工事安全推進協議会が開催されまし
た。

この協議会は、管内の建設会社等３２社
といわき農林事務所で構成し、労働災害の
未然防止と労働者の安全衛生及び作業環境
の向上を図るために設立された協議会で、
今年度は約４０名が出席しました。

冒頭で会長の松本いわき農林事務所長が
「労働災害の発生原因は、慣れによる基本
的な安全確認を怠ったことがほとんどで、
労働災害の防止は、地道に安全対策を考
え、実行することである」と挨拶しまし
た。

総会では、今年度の活動内容として、工
事箇所の安全パトロールと検討会、現場代
理人等を対象とした安全衛生教育研修会等
の実施を全会一致で可決しました。

総会終了後、「建設工事における労働災
害防止の徹底について」と題して、いわき
労働基準監督署吉田産業安全専門官による
講話をいただき、労働災害の発生状況や発
生防止強化の取組について説明を受けまし
た。

参加者は、復興事業などで受注件数が多
い中、労働災害の未然防止と労働環境改善
が工事の早期完成につながることを再認識
していました。

いわき農林事務所管内建設工事
安全推進協議会の開催！

（出来上がった貝焼）

（水産事務所）
（アワビの放流風景）

７月３０日（木）、いわき市の薄磯地区
において、震災後初めてウニの試験操業が
行われました。

水揚げされた１１ｋｇのウニは、いわき
市漁業協同組合でいわきの特産である貝焼
２８個に加工後、仲買業者に引き渡されま
した。翌日、ウニの貝焼はいわき中央卸売
市場に出荷され、１個当たり３，８００円
～５，７５０円で取引されました。この価
格は、震災前の２倍以上の高値であり、落
札した地元販売店からは、ウニの貝焼の再
開を喜ぶ声が聞かれました。

今漁期は、施設整備をはじめ、様々な準
備に時間が掛かり、開始時期が遅れたこと
から、操業は３回で終了しました。来年度
は、漁期の早期開始に向けて支援していき
たいと考えています。

アワビ種苗放流の実施

(水産事務所）

７月３０日（木）～３１日（金）にかけ
て、アワビの種苗放流が県内各地で行われ
ました。

放流されたアワビは、（公財）福島県栽
培漁業協会が、国立研究開発法人水産総合
研究センター増養殖研究所（南伊豆分庁
舎）の施設を借りて生産したもので、今年
は、殻長約３㎝の種苗６万３千個が放流さ
れました。震災前に比べると概ね１０分の
１程度の数ですが、アワビの資源を維持す
るためには重要な取組です。

なお、今回放流されたアワビは、３～４
年で漁獲サイズ（殻長９．５㎝超）に成長
します。

（協議会の様子）

（講話の様子）
（総務部）



「おいしい ふくしま いただきます！」
キャンペーンの開催！

(社)福島県国際農友会いわき支部が
研修会を開催しました！

７月２５日（土）、いわき市平の(株)
ヨークベニマル新谷川瀬店において、「お
いしい ふくしま いただきます！」キャ
ンペーンを開催しました。

県産農林水産物の安全・安心のＰＲをす
るため、放射性物質モニタリング検査結果
をまとめたポスターを掲示するとともに、
来店者の方にいわき市産エリンギ、ブルー
ベリー、ミニトマトを配布しました。小さ
な子供連れの家族が多く、「きちんと検査
している福島県産が一番安全であることは
知っている」、「直売所等でいわき市産農
産物をよく買っている」といった声が聞か
れました。

（おいしい県産農産物を食べて応援しよう！）
（企画部）

７月２８日（火）、(社)福島県国際農友
会いわき支部主催による研修会が開催さ
れ、「～街なか野菜工場～ ひまわり ふ
れあい農園」と草野グリーンファームを視
察しました。

「～街なか野菜工場～ ひまわり ふれ
あい農園」は、ひまわり信用金庫がＬＥＤ
活用の完全閉鎖型水耕栽培プラントのモデ
ルハウスとして運営している提案型施設
で、ホウレンソウやコマツナなどの葉物野
菜を栽培し、来店された方へ配付していま
す。

また、小川町にある草野グリーンファー
ムでは、農友会会員の草野城太郎氏が葉ネ
ギの水耕栽培を行っており、その様子を視
察しました。

参加者は、視察した施設の水耕栽培のメ
リットやデメリットについて、活発な意見
交換を行いました。

（小林園長より説明を受ける参加者）
（農業振興普及部）

（企画部）
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（電気柵の現地点検を行う様子）
(農業振興普及部）

これから野生きのこが多く発生する季節
を迎えます。

原発事故の影響により、県では環境放射
線モニタリング検査を実施しており、平成
２７年８月２７日現在、いわき市を含む県
内５５市町村において野生きのこが出荷制
限を受けています。

このため、野生きのこの販売目的での採
取、出荷はもとより、直売所等での販売を
行わないでください。

なお、いわき市の野生きのこは、出荷制
限に加え、摂取についても制限されていま
すので、出荷・販売はもちろんのこと、食
べることも差し控えてください。

７月２４日（月）、遠野地区及び三和地
区において、地域の代表者の方々を対象に
有害鳥獣被害防止対策現地検討会を開催し
ました。

検討会では、いわき農林事務所からイノ
シシ対策は、耕作放棄地の管理、食品残渣
の放置や、野菜及び果樹の取り残しをなく
す等の「環境整備」が必要であることを説
明しました。

その後、電気柵の現地点検を行い、漏電
の有無や電気柵の高さを確認しました。

参加者からは、捕獲したイノシシの処分
に苦労していることや捕獲者への助成など
の要望が多く寄せられたため、今回の検討
会を機に、他の地域でも鳥獣被害を減らし
ていく対策を進めていきたいと考えていま
す。

有害鳥獣被害防止対策
現地検討会が開催されました！

野生きのこの 

出荷・摂取制限について 



（表３）基準値内で検出された品目と検体数

農林畜産物の検査結果

(企画部）

７月３１日現在、いわき地方産の農林畜
産物で出荷が制限されているのは、（表
４）のとおりです。

（表４）出荷制限及び出荷自粛品目（７月末現在）
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８月１日（土）、「新舞子ふれあいの
森」にある四倉町下仁井田地内のクロマツ
植林地において、下刈りボランティア作業
が実施されました。

今回で２３回目となるこの活動は、いわ
き青年林業会議所が海岸林の整備のため毎
年実施しているもので、磐城森林管理署や
ＮＰＯ法人いわきの森に親しむ会など計２
５名が参加しました。

今年は、例年にない暑さの中、参加者は
汗をかきながら、植栽されたクロマツの稚
樹の周囲に繁茂するススキなどの雑草を手
鎌などで丁寧に刈っていました。

いわき青年林業会議所は、クロマツが生
育し立派な海岸林が復活することを目指
し、これからも活動を続けていくこととし
ています。

（森林林業部）

なお、六条大麦については、１検体に１
００Bq/kg以下の放射性セシウムが検出さ
れました。内訳は（表３）のとおりです。

検査した１７品目４５検体のうち、１６
品目４４検体において、放射性セシウムが
検査機器の検出限界値以下でした。内訳は
（表２）のとおりです。

「新舞子ふれあいの森」
下刈り作業が実施されました！

※六条大麦

(表２)1点も放射性セシウムが検出されなかった品目
　　　と検体数

（総会の様子）
（農業振興普及部）

福島県が行った、いわき地方の７月の農
林畜産物の放射性物質モニタリング検査結
果（表１）をお知らせします。

（表１）農林畜産物の検査結果（７月末現在）

いわき地方の農林水産物
モニタリング検査結果

７月２９日（水）、いわき新舞子ハイツ
において、平成２７年度いわき市農産物直
売所連絡協議会の総会が開催されました。

この協議会は、いわき市内の農産物直売
所間の連携と消費者との交流を促進するこ
とを目的に平成１６年に設立されており、
現在３３の個人及び団体が加盟していま
す。

総会では、平成２６年度の事業として、
市内各地で開催されたイベントへの出展や
先進地視察、直売所スタンプラリーの実施
等が報告され、平成２７年度も、昨年度同
様に直売所の活性化に取り組むことを確認
し、新たな役員６名が任命されました。

総会後の情報交換会では、出席者が持ち
寄った一品料理を味わいながら、料理のポ
イントや直売及び加工の運営状況につい
て、積極的な意見交換が行われました。

いわき市農産物直売所連絡協議会
総会が開催されました！

基準値内で

検出された検体

基準値超で

検出された検体

０検体 １検体 ０検体

1点も検出されなかった
品　目　と　検　体　数

検体の一部が検出された品目と検体数
計

１６品目

４４検体

１品目 （※1） １７品目

４５検体

検出限界値

以下の検体

キュウリ 2、キュウリ（施設） 1、トマト（施設） 3、サヤイ
ンゲン 2、カボチャ 2、ナス 3、ピーマン 2、モモ 1、
バレイショ 2、 菌床しいたけ（施設） 5、菌床なめこ（施
設） 2、エリンギ（施設） 1、小豆 1、小麦 3、牛肉 10、
原乳　4

六条大麦 1 （１）
１

(２．３ Bq/ kg)
0

品名 検体数 （うち基準値内）
内　　訳

100Bq以下 検出限界値以下

出荷自粛

(１品目）
山菜 さんしょう（野生のものに限る）

山菜
たけのこ、ぜんまい、わらび、こしあぶ

ら、たらのめ（野生のものに限る)

きのこ 原木なめこ（露地）、野生きのこ

畜産物 ―

制限、自粛 区分 品目

出荷制限
（７品目）

野菜・根菜・芋類 ―

果物 ―

穀類 ―



海産魚介類の検査結果

福島県沖で採取された海産魚介類への放射能の影響は、時間の経過とともに着実に低
下しています。

平成２７年１～７月までにセシウムの食品衛生法における一般食品の基準値である１
００Bq/kgを超えたものは４検体で、全体の０．１％でした。

なお、３月７日以降に採取された海産魚介類で基準値の１００Bq/kgを超えたものは
ありませんでした。

　　平成23年以降のモニタリング検体数と割合

（水産事務所）
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※採取月日で集計

年
100Bq/kg
超

100Bq/kg
以下

不検出 計

検体数 785 893 294 1,972

割合（％） 39.8 45.3 14.9 100.0

検体数 921 2,372 2,287 5,580

割合（％） 16.5 42.5 41.0 100.0

検体数 280 2,147 5,214 7,641

割合（％） 3.7 28.1 68.2 100.0

検体数 75 1,387 7,260 8,722

割合（％） 0.9 15.9 83.2 100.0

検体数 4 650 4,586 5,240

割合（％） 0.1 12.4 87.5 100.0

検体数 2,065 7,449 19,641 29,155

割合（％） 7.1 25.5 67.4 100.0
計

H23

H24

H25

H26

H27

(検体数) (％) 

い わ き の 情 報 を お 知 ら せ し ま す ！ 



-6-


